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Abstract：
In recent years, there is a growing attention to the location-based service. The technical improvement of mobile phone 
terminals and the rapid spread of mobile internet have become a foundation of these advanced services. We have 
conducted an exploratory research of consumers who are using handheld GPS units and/or location-based services. We 


























その嚆矢である「ホテルの窓口」5 が 1996 年に日立造船コン
ピュ ターにより開設されている（大津 2010）。
　一方で、消費者側の立場からみていけばどうなるだろう



















































































































力をもちうるといった指摘さえなされている（Aaker and Smith 
2010）。そして、ソーシャル化を活性化させる手段としてゲー
ムがあげられるようになったのだ。ゲ ミーフィケーションと呼ばれ












査時期は 2014 年 3月であり、株式会社マクロミルのモニター
1035 名を対象としたインター ネット調査である。回答者の内訳
をみると、男性が 58％、女性が 42％。年代別では 20 代が









利用経験については「半年未満」が 10％、「半年～ 1 年未
満」が 16％、「1 年～ 2 年未満」が 28％、「2 年～ 3 年未
満」が 23％、「3 年～ 5 年未満」が 15％、「5 年～ 10 年未
満」が 7％、「10 年以上」が 1％となっている。利用頻度に
ついては「ほぼ毎日」が 9％、「週のうち半分程度」が 11％、「週
に1 ～ 2日程度」が 24％、「月に2 ～ 3日程度」が 30％、「1





　図 1 から図 3 は、GPS 機器および位置情報サービスの利
用状況をまとめたものである。GPS 機器の種類としてはやはり
















　図 4 は、O2O によって誘導された経験の有無である。全
































話題を共有できる 0.565 0.190 0.327



































旅行に出かける頻度 0.678 0.218 0.082




















表 4 から表 6 は、位置情報機能による行動の変化（3 因子）
を従属変数とし、位置情報機能についての意識（3 因子）、





β t 値 許容度 VIF
（定数） －6.678**
情報意識 0.212 7.400** 0.955 1.047
年齢 0.185 6.445** 0.957 1.045
安心意識 0.162 5.668** 0.959 1.043
性別 0.142 5.031** 0.985 1.015
旅行回数 －0.135 －4.746** 0.972 1.029
完結意識 0.104 3.636** 0.968 1.033
利用頻度 0.103 3.571** 0.947 1.057
自由度調整済み決定係数　 0.193
F 値 　 　 36.009** 　
**：1％水準で有意
表 5　重回帰分析の結果（従属変数：交流変化）
　 β t 値 許容度 VIF
（定数） 3.539**
性別 －0.142 －4.628** 0.996 1.005
情報意識 0.108 3.514** 0.995 1.005
完結意識 0.082 2.666** 0.987 1.013
安心意識 －0.064 －2.073* 0.989 1.011
自由度調整済み決定係数　 0.036
F 値 　 　 10.644** 　
**：1％水準で有意、*：5％水準で有意
表 6　重回帰分析の結果（従属変数：関心変化）
　 β t 値 許容度 VIF
（定数） －2.833**
安心意識 0.173 5.780** 0.973 1.028
情報意識 0.165 5.478** 0.967 1.034
性別 0.143 4.835** 0.995 1.005
旅行回数 －0.086 －2.867** 0.978 1.022
利用頻度 0.081 2.663** 0.947 1.056
自由度調整済み決定係数　 0.103
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5 　1999 年に「旅の窓口」と改称、2003 年に楽天により買収され、楽
天トラベルと統合されている。
6 　通常の購買行動においては、購買前・購買時・購買後と段階を区
切ることが多いが（青木ほか 2012）、旅行というサ ビース財・経験の
特質を踏まえて、このように表現している。
